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静岡県立浜松湖北高等学校図書館通信 R8 .4 VOL1

図 書 館 担 当 の 先 生 方

袴田美里先生 （家庭）
鈴木加苗先生 （国語）
名倉正志先生 （英語）
河合悦次先生 （工業）
跡見美紀子さん （学校司書）

月曜日・木曜日 勤務

五十川亜純さん （学校司書）
火曜日・水曜日・金曜日 勤務

図 書 館 で 閲 覧 で き る 新 聞 ・ 雑 誌

・朝日新聞
・中日新聞
・日刊スポーツ
・The japan times ST
・Asahi Weekly
・SportsGraphic
・Number
（文藝春秋社）
・オレンジページ
（オレンジページ社）

図解雑学 新 書
新 書伝記・人物史

福 祉

分類０ 百科事典・地域誌

分類０ 図書学・全集
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学習コミック

～浜 松 湖 北 高 校 図 書 館 内 図 ～ （R８．４ 現在）

図書館に来た時、どこに何の本があるか分からなくて、

困ったことはありませんか？

現在、ほとんどの図書館では、同じ方法で本を整理して

います。その方法を「日本十進分類法」といいます。

図書館では、本の内容ごとに０～９の数字でジャンル分

けし、同じ内容の本が同じ場所に集まるようになってい

ます。このルールを少し覚えてもらうだけでも、図書館

で本が探しやすくなります。 「日本十進分類法（ＮＤ

Ｃ）」は本の内容ごとに、０～９の数字でジャンル分け

しています。

分類8 言語 分類9 外国作品

分類9 文庫本（著者名順）

分類9 単行本（著者名順）

学習・閲覧専用
テーブル・イス
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出
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司書室

貸出ＰＣ

浜松湖北高校 図 書 館 利 用 案 内

開館時間 昼休み 13：00～13：15
放課後 15：40～16：30

(16:30～学習利用のみ）
貸出期間 ・2週間
貸出冊数 ・2冊
貸出方法 ・スクールプロシステム
※館内での飲食は厳禁とする。
※教師または司書の指導に必ず従う。
※図書資料の独占、無断貸出をしない。
※禁帯出図書の持ち出しは厳禁とする。
※図書の紛失、破損のときは実物弁償とする。
※利用した椅子、図書等は整頓する。

図 書 館 ガイダンス報告 前 期 図 書 委 員 会

・先生のお薦め本紹介・図書館イベント開催

・ウィンドウ展示・朗読放送

・ＰＯＰ展・ビブリオバトル開催
・読書スタンプラリー開催

委 員 会 活 動 内 容

令和８年度は、全学年が７クラスになりました。生徒の皆さんの人数の変化を感じないような、これまでと同じような利用者で賑わう図書館でありたいと思っております！

１年生の図書館ガイダンスの授業が行われました。
なぜ図書館の利用が大切なのか？どういった本があ
り、どのように利用できるのか？などの説明を、図
書課の先生と司書さんから説明を受けて、全員が一
人二冊の本を借り、読んで返却するまでがガイダン
スの内容です。これから三年間、様々な本との出会
いを楽しんで下さい。

決まったばかりの新図書委員で、
ガイダンスの進行をしました。先生
方の説明を静かに聞いて、館内での
ルールなども確認したあと、実際に
カウンターで貸出し手続きを行いま
した。皆さんが選んだ本をみて、改
めて湖北高校の図書館に多様な本が
あることに気が付きました。ガイダ
ンスで学んだことを活かして、本を
たくさん読みたいです。

１１HR 清水 翠

前期図書委員会が行われ、活動内容について真剣
に話し合いました。委員会担当の鈴木加苗先生に相
談しながら、各学年ごとこれまで好評だった活動の
中から下記の活動を行うことになりました。
生徒の皆さんが本をもっと読みたくなるように企画
しますので、図書館に足を運んでみて下さい。また
良い本がありましたら、リクエストBOXを設置して
ありますので宜しくお願い致します。

図書委員長 33HR池谷啓汰

本 を 読 む こ と の 意 義

語彙力が身につく

本の中には、普段会話をする際に自分では使わないような言葉もたくさ

ん出てきます。知らなかった言葉に触れ、さまざまな言葉を覚えていく

ことで語彙力が身につきます。

語彙が豊富になると表現力が豊かになり、学力の向上やコミュニケー

ションスキルのアップにもつながっていきます。

読解力が育つ

内容を理解しながら文章を読み進めることで、読解力がはぐくまれます。

「勉強」として文章の読解を習うよりも、物語を楽しみながら読んでい

く方が、無理なく読解力を身につけることができます。

語彙力の向上とともに、国語学習に直接役立つのが読書のよいところで

す。

論理的な思考力が育つ

物語は起承転結などの構成に沿って話が作られています。読書をするこ

とで、順序立てて物事を考える力がはぐくまれ、論理的な思考力が身に

つきます。論理的な思考力は学習効率を高めるとともに、社会に出てか

ら仕事を進めていくうえでも大いに役立つでしょう。

集中力が鍛えられる

本の内容を理解しようとするとき、人は集中して文章を読んでいます。

とくに好きな本に出会ったときには、昼夜を忘れて一気に読み進めるよ

うなこともあるでしょう。その経験を繰り返すことで、子どもの集中力

はどんどん鍛えられていきます。

いろいろな知識が得られる

今まで知らなかったことを本で知った、という経験をした方も多いので

はないでしょうか。まだまだ経験の少ない子どもにとって、本から得ら

れる知識は計り知れないものがあります。

歴史や偉人伝、自然現象など、学習に直接役立つものはもちろん、日々

の生活を豊かにするようなさまざまな知識が得られるのも読書のよさと

いえるでしょう。

想像力が豊かになる

本を読んでいるときには具体的な情景を思い浮かべたり、主人公の気持

ちを考えたりと、いろいろなことを想像しています。頭の中でさまざま

なイメージを思い浮かべることによって、想像力が養われていきます。

リラックス効果がある

読書を楽しんでいると、自然とストレスが解消されていくといわれてい

ます。寝る前に本を読むと、リラックスした状態で眠りにつくことがで

き、より良質な睡眠をとることができるでしょう。ただし、わくわくし

て続きが気になる本や、夢中になるような本だとかえって目が冴えてし

まうこともあるので、選ぶ本には注意が必要です。


